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資 料  
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   さくら保育園について 

京都府北部 舞鶴市 人口８万人  
日本海に面し、自然豊かな町 
海上自衛隊・海上保安庁の拠点が有り、軍港・城下町と
して栄える。引き上げの港としても知られている 
近年は海軍倉庫を改修し、赤煉瓦の町として観光に来ら
れる。 
 
社会福祉法人倉梯福祉会さくら保育園 
は昭和２８年開園 開園６５年を迎える 
０歳児～５歳児 １１０名定員 
職員３２名 ※パート含む 
同一敷地内に学校法人立の幼稚園があり、１６０人を 
保育している ※共有の園庭 
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転換のきっかけ 

①平成２８年２月 園長が第三者評価の評価者として 

   訪れた保育園に衝撃を受ける 

   （子ども主体の保育の実践園） 

 

②平成２７年から舞鶴市の乳幼児教育ビジョンに参加し
ていたが、子ども主体の保育についての認識もなく良さ
もあまり分かっていなかった 

 しかし、他園の公開保育やドキュメンテーション研修に 

 参加していく中で自園の「保育」や「あそび」について 

 検討する 
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行事中心の一斉保育から、日々の保育の遊びを中心に
子ども主体の保育に切り替える 

 

 

平成２８年３月から、年齢の発達に応じた保育環境にな
るよう、保育室、生活環境、子どもの動線、 

おもちゃの転換を進める。 

乳児は、いかに愛着を大切にして大人を信頼できるかと
いう保育を目指す 

      

平成２８年度から保育方針を転換 
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行事を含めた保育の見直し 

あそびについて 

行事の練習や、設定、製作の時間＝保育 

上記の保育の間の休み時間＝あそび（自由あそび） 

 

見直し 

 保育＝あそびの中での成長・発達 

 朝の集まりや体操によって、 

 あそびが途切れないように工夫した 
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行事について 

参観日 運動会 作品展 生活発表会 など  

 

 見直し 

運動会  

夏や秋の遊びに没頭できるために 

例年９月だったものを７月に変更 

練習を遊びの一つにして、楽しめるように工夫。 

自分たちで作った衣装や考えて振り付けした踊りを踊ります。 

 

発表会 

 先生が作った衣装・決められた台詞から、 

自分たちで台本・役割・配役を決めて行う。 

自分の衣装は自分で作る 

子どもたちが決めて作った妖怪 

演者とＢＧＭに担当が分かれた 
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全てがスムーズに転換できたわけではない 
 今まで保育していた保育士にとって、 

 保育の見直し＝今までの保育を否定されているように感じてしまう。 

 

 主体的な保育＝自由保育＝放任保育＝じっとできない一年生になる 

 という不安。 

 設定保育・一斉保育は間違った保育なのか？と問われる。 

 やり方は違えど、子どもたちのために今まで保育をしていたことには 

 違いない。だから否定も肯定もできない。 

 それならば、今の時代の子どもにとって最良の保育とは何かを考えて 

 いくようにした。 

 

 保護者の望みは「保育園でしっかりしつけをして欲しい」といったものが 

 多く、保育の見直しを始めたときには否定的な意見もあった。 

 

 そのため副園長・保育士と相談しながら、今後の保育について考え続けて 

 きました。 

  『誰のための保育園なのか？』 
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保育を転換するために副園長・保育士と相談したこと 

 キレイで何もない保育室（おもちゃは押し入れに）をいかに子ども
たちが選んで遊べるような環境にできるか話し合った。 

 ０１２歳児を保育担当制にしたいが、受入人数が多く、食事は２～
３回に分けた方がいい。しかし、園長・副園長の思いと、現場職員
からは人数がもっと必要であると言われ、理想と現実との間に差異
があり悩む。 

 子どもたちのためには行事を減らす・内容を簡素化すべきである。
しかし、保育士たちからは、大小問わず全ての行事に対し、今まで
の保育イメージを持った保護者に説明をしてほしいという声が上が
る。 

 園長・副園長が参観日や行事のあるごとに保護者に子ども主体の保
育についての説明をして回った。当たり前ではあるかもしれないが、
すべては管理者側の責任ということが重くのしかかった。 

 園長・副園長は保育士に話す前に本を読んだり、講師の話を聞いた
りして話をまとめてから、保育士たちに話したり、時には保育士の
意見を中心として、意見をまとめた。否定をせずに、保育を変えて
いくことの難しさがあった。 
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そうした中、舞鶴市では「乳幼児教育ビジョン」

として、公私立・保育園・幼稚園の垣根無く、 

 舞鶴に住む全ての子どものために乳幼児関係団 

 体が合同の研修を実施していたため、 

 職員一同で参加することになりました。 
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園内での取り組み 

クラス報告・各行事の取り組み方について 

 クラス内で話し合い、乳児の午睡時間を利用して 

 各クラスの代表が集まりリーダー会議 

 各クラス担任が作ったドキュメンテーションをお互いに 

 確認する 

各クラスの子どもの成長・発達について職員会で発表する 

 週日案にエピソード記述を入れる 

 

今まで保育士主導の見せる作品展・運動会・発表会から 

 子どもたちが考え作っていく行事に変わった 
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子どもたちの興味関心に耳を傾けるようになってきた。 

自然への興味が家庭へと波及し、保護者も一緒に保育園で
の取り組みに共感している様子がうかがえる。 

何気ないエピソードを聞き逃さず、記入していくことで振
り返りや園内研修にも使うようになった。 

 

年中４歳児男児 ５月のエピソード 
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Ｑ、保育や行事を見直したことで何が変わったか？ 

 

乳児は保育担当制にし、愛着形成を基盤とした個別対応に 

変わった。食事も一斉に食べず、時間差の食事 

幼児は 子ども：表情、動き、言葉などが子ども発信に 

変わった 

作ってみたい意欲（宇宙・お店屋さん・楽器など）がある 

保育者：子どもの姿をよく見る 

     子どもの言葉に耳を傾ける 

     保育者同士で話し合うようになった 

保護者：「今日、このお菓子箱持っていって電話作ってくる」 

  「○○ちゃんと先生ごっこしとった」など次の日したい              

   ことを考えて夜過ごしている。 

   ・なんでも自分から考えて行動するようになった。 

   ※保護者アンケートより  
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アンケート（保育を変えた初年度） 
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最初は好意的な意見ばかりではありませんでした 
しかし、徐々に好意的な意見が増えてきました 

年少時 
 １１月 
保育について 

年中時 
 ３月 
発表会後 

年長時 
 ５月 
参観日後 
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事例 
きっかけは３歳児が、ままごとコーナーで鍋やフライパ
ンを叩いて音を出し、まわりに迷惑をかけていた。しか
し、担任は注意するのではなく楽器に興味があるのかと
考え、子どもたちに楽器作りを提案 

 

クラスで発表 

年長児にも発展 

 

年長児とセッション 

 

誕生会で披露 

 

すると楽器作りに没頭 
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生活発表会で披露 
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この事例をドキュメンテーションにしてみました 
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そして・・・ 
ドラムの子は気持ちを落ち着かせるときに叩いて、 

 落ち着くと次の遊びに移動するようになりました。 

 そしてドラムも、どんどん進化していきました。 
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ご静聴ありがとうございました 

 まだまだ保育において未完成な部分がたくさんあると思いま
すが、この保育に変革するにあたり、副園長と主任を含む保育
士たちと協力し進めてきました。 

 この支えがあったからこそ決断ができたと思っています。 

 そして、日夜園内研修を重ねてきました。 

 みんなの日々の努力に感謝し、子どもたちの笑顔に喜びを感
じ、これからも進んでいきたいと思います。 
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文部科学省調査研究委託「幼児教育の推進体制構築事業」   

  
                               

                            

舞鶴市 平成２９年度 乳幼児教育ビジョン推進事業  

乳幼児教育ビジョンの周知    

○講演会、説明会等の開催 
○ビジョン通信の発行   
 ・家庭向けにビジョンの内容をわかりやすく発信 

乳幼児教育の質の向上研修 対象：保育所・幼稚園、小学校 
 

全体講師：北野幸子准教授[神戸大学大学院] 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

                  

子どもを主体とした保育  
講師：北野幸子准教授 
   （神戸大学大学院） 
◇公開・カンファレンス 
◇講義（ドキュメンテーション  保育リー 
     ダーの役割 他） 
◇グループワーク（ドキュメンテーション  
    公開保育の記録をもとに 他） 

保幼小連携 
講師：木下光二教授 
    （鳴門教育大学大学院） 
◇講義、グループワーク 
◇公開・カンファレンス 
◇小学校教育研究会生活科部 
     夏季研究会合同研修会 他 

乳幼児教育ｾﾝﾀｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ機能研究 
 

○行政による乳幼児教育の拠点機能研究 
 
○乳幼児教育の実践と専門家による研究等 
各分野をつなぐコーディネーターの育成研究 

乳幼児教育の推進体制構築事業検討会議 
 文部科学省の調査研究委託事業の実施について、研究推進体制の検討、研究結果の分
析やとりまとめ、普及等の意見を聴くため設置しているもの 

保幼小接続カリキュラム 
策定研究 

 

講師：溝邊和成教授 
   （兵庫教育大学大学院） 

○カリキュラム策定会議 
 ・保育所、幼稚園、小学校、中
学校の保育者・教員代表 

 ・0－15歳を切れ目なくつなぐ 
  保幼小中連携カリキュラム 
   「まいづる015」（仮）の検討 
 ・事例の収集・研究 

○保幼小中連携研修 
 ・全園・全校対象 

事業全体 
○乳幼児教育ビジョン推進事業 全体会・報告会 
○乳幼児教育フォーラム   
・近隣市町村、委託研究自治体へ広報 

参考資料① 
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乳幼児教育の質向上研修 
子どもを主体とした保育 （概 要） 

（１）公開保育、グループワーク、カンファレンス 

◎園の公開保育と事後のグループワークにおいて実践者と参観者
が保育を語り、カンファレンスを通じて学び合う。 

 ◎公開保育のテーマや視点にもとづいて、参観者が子どもの姿を記
録し、グループワークで活用する。 

（２）ドキュメンテーション研修、グループワーク 

◎各園で書いているドキュメンテーションを元にワークシートを活
用して、保育や遊びの中の気づき、学び、保育者の関わりなどを
グループで語り合う。 

 ◎対象を初めてドキュメンテーションを書くフレッシュや保育のリー

ダーとなる保育者に分けて実施する。 

参考資料② 
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(1) 公開保育  
【目的】 

◎乳幼児教育ビジョンの基本理念「主体性を育む乳幼児教育」の推
進に向け、研修等を通じて、園・校種、公私を越えて共に学び合う。 

 

◎公開保育を通じて、実践者も参加者も互いに保育を振り返り、学び
合う機会とし、質の高い乳幼児教育を目指す。 

参考資料③ 
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【目的】 

各園で書いているドキュメンテーションをもとに保育を振り返り、保育について検
討することで・・・ 

◎子どもの姿、言葉（事実）から、育ちと学びを見取る。 

◎保育者のねらい、関わり、環境を考える。 

◎保育には様々な見方や方法があることを知る。 

◎年齢発達をとらえる。 

(2) ドキュメンテ-ション研修  

参考資料④ 
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民間保育園 

公立保育所 

民間幼稚園 

民間保育園 

参考資料⑤ 
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京都保育の魅力発信キャンペーン 

平成２９年度から京都府・京都市・京都府保育協
会・京都市保育園連盟では、４者共同で「京都保育
の魅力発信キャンペーン実行委員会」を立ち上げ、
様々な魅力発信事業を実施しています。 

 

①キャンペーン特設サイトの立ち上げ 

②ＷＥＢ広告にて就職フェアやＨＰ「ほいなび」の紹介 

③保育の魅力を考える大交流会 

  現役保育士と養成校の学生を対象に、講演会・交
流会を企画し実行する 

④ＳＮＳプロモーション 
 

参考資料⑥ 
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